
※往診はありません。
※必ず保険証を持参し、電話連絡の上、受診してください。

期　日 医療機関（医科・歯科）

6月7日
（日）

さの内科クリニック（小熊町）

☎391-8802

正木伊藤歯科（正木町）

☎391-3112

6月14日
（日）

天外メンタルクリニック（福寿町）

☎392-1502

丸栄歯科（竹鼻町）

☎391-2488

6月21日
（日）

丹菊整形外科（小熊町）

☎391-1411

丸の内歯科医院（竹鼻町）

☎322-6220

6月28日
（日）

田中整形外科（正木町）

☎391-8555

南谷歯科医院（小熊町）

☎392-8848

7月5日
（日）

ながき内科クリニック（舟橋町）

☎393-0077

みのる歯科（福寿町）

☎391-1082

行　事　名　【 対 象 者 】 期　　日 時　　間

健 康 相 談

【 希 望 者 】
随　　　時 8：30 ～ 17：15

精　 神　 保　 健

(こ こ ろ の)相 談

【 希 望 者 】

6月23日（火）

※要予約
13：30 ～ 15：30
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■人口　67,512人（－295）・男33,392人・女34,120人　■世帯数　26,764世帯（＋242）　令和２年５月1日現在　※(　）は、前年同月との比較

Facebook
フェイスブック ツイッタ ー

羽島市の話題、最新情報をチェック!

Twitter
インスタグラム

Instagram App store・Google playから
「マチイロ」を検索し、ダウンロード

妊娠が明らかになった人は、早めに母子健康手帳の交付を受けましょう。予約制となりますので必ず事前に
ご連絡ください。（所要時間約40分）　　■交付場所・予約先　保健センター（内線5302・5303）

＃73
正しい手洗いは
　 できていますか？

じゅうぶんに水で流し、清潔な

タオルやペーパータオルでよく

拭き取って乾かす　です。最低

15秒以上かけて洗いましょう。

　流水で手洗いができない場合

には、アルコールを含んだ手指

消毒液を使用しましょう。指先

から消毒し、手のひら・甲・指

の間・親指・手首の順で乾燥す

るまでよくすりこみましょう。

　外出先からの帰宅時や調理の

前後、食事前などこまめに手を

洗いましょう。普段から爪を短

く切り、手洗いの前には時計や

指輪も外しておくとよいでしょ

う。

　新型コロナウイルスを含む感

染症対策の基本は、「手洗い」

や「マスクの着用を含む咳エチ

ケット」ですが、正しい手洗い

はできていますか？

　正しい手の洗い方は、①流水

でよく手をぬらした後、せっけ

んをつけ、手のひらをよくこす

る　②手の甲を伸ばすようにこ

する　③指先・爪の間を念入り

にこする　④指の間を洗う　⑤

親指と手のひらをねじり洗いす

る　⑥手首も忘れずに洗う　⑦

母子健康手帳の交付

6月  保健コーナー 休日急病診療場所・問い合わせ先
子育て・健幸課（内線5302・5303・5304）

問い合わせ先　秘書広報課（内線2322）

診療時間
午前9時～午後2時

◎広報紙の掲載内容は市ホームページでも確認できます。

あ な た の ま ち の  行 政 情 報 紙

Hashima City Public Relations

広報はしま Jun. 2020
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広報はしまをアプリで配信中!

市
民
の
健
康
・
生
活
相
談

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
を
設
置

感
染
予
防
の
励
行
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応

特

　集

※6月の乳幼児相談・離乳食教室・はみがき教室とフッ化物塗布等の実施状況は、市ホーム
　ページでご確認ください。  
※相談のある人は、事前予約制で相談を行っています。お電話でお申し込みください。   
※市内に住民票がある人が対象です。   
※子どもの健康診査は個別に郵送する案内文書でご確認ください。   

我が子の笑顔を皆さんに届けてみませんか？

羽島に住む小学校入学前のお子さんを募集しています。

下の2次元コードもしくは電話でお申し込みください。

申し込み後にメールで写真データをお送りいただくか、

秘書広報課職員が写真撮影に伺います。
※掲載数に限りがあります。掲載は先着順、申し込みが

　多数の場合はお待ちいただくことがあります。

お子さんの笑顔募集中!!

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、
今月号は「はいポーズ」の掲載をお休みします。

正しい手の洗い方

－歌に合わせて30秒－

動画で配信

子宮頸がん予防ワクチン定期接種
　子宮頸がん予防ワクチンの接種について、積極的勧奨を見合わせてい

ます。ワクチンの有効性とリスクなどをじゅうぶんに理解した上で接種

を受けるかご検討ください。接種を希望される人には予診票を交付しま

すので、お問い合わせください。

対象者　平成16年4月2日～平成21年4月1日生まれの女性

費用　無料　　問い合わせ先　子育て・健幸課（内線5302）
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県
の
要
請
に
よ
り
市
も
協
力

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

軽
症
者
等
を
受
け
入
れ

　後
方
施
設
を
開
設

感
染
者
は
減
少
傾
向

　引
き
続
き
予
防
・
対
策
を

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
は
全
国

的
に
広
が
っ
て
お
り
、
各
地
の
病
院
に
は

軽
症
や
無
症
状
の
患
者
も
入
院
さ
れ
て
い

ま
す
。
感
染
者
の
増
加
に
伴
い
、
重
症
者

を
優
先
す
る
医
療
体
制
へ
の
移
行
を
進
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　国
の
方
針
と
し
て
、
軽
症
者
や
無
症
状

で
医
師
が
入
院
の
必
要
が
な
い
と
判
断
し

た
人
は
、
病
院
で
は
な
く
都
道
府
県
が
確

保
し
た
宿
泊
施
設
（
後
方
施
設
）
で
療
養

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　岐
阜
県
が
候
補
と
な
る
施
設
を
検
討
し

た
と
こ
ろ
、
県
内
で
も
有
数
の
客
室
数
が

多
い
ホ
テ
ル
で
、
早
期
に
後
方
施
設
と
し

て
の
運
用
が
可
能
で
あ
る
と
の
理
由
で
、

　５
月
20
日
時
点
で
、
県
内
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
数
は
１
５
０
人
（
羽

島
市
内
で
は
２
人
）
で
す
が
、
こ
の
う
ち

１
２
３
人
は
４
月
に
罹
患
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
岐
阜
市
内
で
複
数
の
ク
ラ
ス
タ
ー

が
発
生
し
た
４
月
５
日
以
降
の
２
週
間
だ

け
で
90
人
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
県
が
「
非
常
事
態
宣
言
」
を

発
令
し
た
こ
と
、
国
の
緊
急
事
態
宣
言
の

中
で
、
岐
阜
県
が
「
特
定
警
戒
都
道
府
県
」

に
指
定
さ
れ
た
こ
と
で
県
民
の
意
識
も
よ

り
一
層
高
ま
り
、
感
染
者
は
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　

　し
か
し
、
新
た
な
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生

す
る
と
感
染
者
は
急
増
し
ま
す
。
決
し
て

油
断
で
き
る
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ワ

ク
チ
ン
開
発
に
向
け
た
努
力
も
続
け
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
世
の
中
に
広
く
出
回
る
ま

で
に
は
最
短
で
も
１
年
半
か
ら
２
年
程
度

の
時
間
を
要
す
る
と
の
見
通
し
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

　政
府
の
専
門
家
会
議
で
は
、
感
染
症
へ

の
対
策
が
長
期
間
に
な
る
こ
と
に
備
え
、

感
染
拡
大
防
止
と
社
会
経
済
活
動
の
両
立

舟
橋
町
の
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ

　Ｋ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
（
ホ

テ
ル
コ
ー
ヨ
ー
）
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　市
も
、
県
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
県
主

催
の
地
元
説
明
会
の
開
催
に
あ
た
り
近
隣

住
民
へ
の
資
料
配
布
等
を
行
う
な
ど
、
開

設
に
協
力
し
ま
し
た
。

　専
門
家
の
意
見
を
踏
ま
え
、
施
設
で
は

次
の
よ
う
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
入
居
者
は
保
健
所
の
移
送
車
ま
た
は
消

防
本
部
の
救
急
車
で
病
院
か
ら
搬
送

・
入
居
者
は
原
則
個
室
内
の
み
で
生
活

・
ス
タ
ッ
フ
動
線
を
考
慮
し
た
「
レ
ッ
ド

ゾ
ー
ン
」「
グ
リ
ー
ン
ゾ
ー
ン
」
の
区
分

・
関
係
者
以
外
の
施
設
立
ち
入
り
を
制
限

・
ご
み
や
リ
ネ
ン
類
は
「
感
染
性
廃
棄
物
」

子育て世帯への
臨時特別給付金

傷病手当金

対象者　令和2年4月分(または3月分)

の児童手当受給者（特例給付の受給者

を除く）※対象者には案内を郵送

対象児童　令和2年4月分の児童手当

の対象となる児童（令和2年3月31日

までに生まれた児童に限る）、または

同年3月分の児童手当の対象となる児

童（新高校1年生等)

給付額　対象児童1人につき1万円※

令和2年3月31日時点で住民票のある

市区町村から支給

申請　申請は不要※令和2年4月分

（または3月分）の児童手当を所属庁

から受ける公務員は申請が必要。所属

庁で証明を受けた後、11月30日（月）

までに市に申請

支給時期　6月下旬（予定）※市に登

録してある児童手当の振込口座へ振り

込み※公務員は申請受付後に振り込み

その他　口座を解約している場合や、

給付金の受け取りを辞退する場合は届

け出が必要です。市ホームページに掲

載している届出書を提出してください。

問い合わせ先　保険年金課福祉医療手

当係（内線2265）

対象者　国民健康保険または後期高齢

者医療保険の被保険者のうち、給与等

の支払いを受けており、新型コロナウ

イルス感染症に感染した人または発熱

等の症状があり感染が疑われる人で、

会社等へ出勤できずに給与収入が減少

した人

支給額　1日当たりの支給額×支給対

象日数　※1日当たりの支給額は、直

近の継続した3カ月間の給与等収入の

合計額÷就労日数×3分の2（上限あり）

支給対象日数　令和2年1月1日から9

月30日までの間で、仕事を休んだ期

間のうち4日目以降の日数

申請方法　申請書に事業主や医療機関

記入用の書類を添付して提出（郵送

可）※医療機関記入用は、受診した場

合のみ提出。申請書は、市ホームペー

ジからダウンロードできます。

申請・問い合わせ先　保険年金課医療

保険係（内線2262）、後期高齢者医

療係（内線2267）

県
内
初
の

後
方
施
設
が
開
設

万
全
の
感
染
症
対
策

退
所
の
基
準

問
い
合
わ
せ
先

　扱
い
と
し
て
専
門
業
者
が
処
分

・
ス
タ
ッ
フ
が
入
居
者
と
対
面
す
る
機
会

は
な
く
、
医
療
従
事
者
も
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
活
用
し
て
対
面
機
会
を
最
小
限

に
す
る

　入
院
患
者
が
病
院
か
ら
退
院
す
る
基
準

と
同
じ
く
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
２
回
連
続
の

陰
性
が
出
れ
ば
退
所
と
な
り
ま
す
。
軽
症

者
等
の
受
け
入
れ
は
、
岐
阜
県
に
よ
る
と

４
月
21
日
か
ら
３
カ
月
程
度
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
状
況
に
よ
り
延
長
す
る
こ
と
も

想
定
さ
れ
ま
す
。

総
合
政
策
課
（
内
線
２
３
４
４
）

を
図
る
た
め
、
「
新
し
い
生
活
様
式
」
の

実
践
例
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　具
体
的
な
実
践
例
は
、
「
外
出
時
の
マ

ス
ク
着
用
」「
人
と
の
距
離
は
最
低
１
メ
ー

ト
ル
空
け
る
」
「
手
洗
い
は
30
秒
程
度
か

け
て
水
と
石
け
ん
で
丁
寧
に
洗
う
」「
公
共

交
通
機
関
は
混
ん
で
い
る
時
間
帯
は
避
け
、

徒
歩
や
自
転
車
利
用
も
併
用
す
る
」
こ
と

な
ど
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　県
や
市
で
は
、
「
不
要
不
急
の
外
出
を

自
粛
」
「
３
密
（
密
閉
空
間
・
密
集
場
所
・

密
接
場
面
）
の
回
避
」
な
ど
に
つ
い
て
啓

発
し
て
き
ま
し
た
が
、
国
が
示
し
た
「
新

し
い
生
活
様
式
」
は
、
こ
れ
ま
で
に
皆
さ

ん
に
お
願
い
し
て
き
た
事
項
と
ほ
ぼ
重
な

る
も
の
で
あ
り
、
引
き
続
き
実
施
し
て
い

た
だ
き
た
い
事
項
で
す
。

　市
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
係
る
生
活
、
健
康
お
よ
び
経
済
支
援

等
の
相
談
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
す
る

た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
生
活
支
援

室
を
設
置
し
ま
し
た
。

　場
所
は
、
市
役
所
本
庁
舎
１
階
の
旧
市

民
相
談
室
の
執
務
室
内
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

生
活
支
援
室
☎
（
３
９
２
）
１
１
１
３

　次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、

す
ぐ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
息
苦
し
さ
（
呼
吸
困
難
）
、
強
い
だ
る

さ
（
倦
怠
感
）
、
高
熱
等
の
強
い
症
状

の
い
ず
れ
か
が
あ
る
場
合

②
重
症
化
し
や
す
い
人
（
高
齢
者
・
糖
尿

病
・
心
不
全
・
呼
吸
器
疾
患
等
の
基
礎

疾
患
が
あ
る
人
、
透
析
を
受
け
て
い
る

人
、
免
疫
抑
制
剤
や
抗
が
ん
剤
等
を
用

い
て
い
る
人
）
で
、
発
熱
や
咳
な
ど
比

較
的
軽
い
症
状
が
あ
る
場
合

③
右
記
①
②
以
外
で
発
熱
や
咳
な
ど
比
較

的
軽
い
症
状
が
続
く
場
合

※
妊
婦
の
人
は
、
重
症
化
し
や
す
い
人
と

同
様
に
早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
小

児
は
か
か
り
つ
け
の
小
児
医
療
機
関
等
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
目
安
は
、
皆
さ
ん
が
「
相
談
・
受

診
」
す
る
際
の
目
安
で
す
。
検
査
の
必
要

性
は
医
師
が
個
別
に
判
断
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　帰
国
者
・
接
触
者
相
談

セ
ン
タ
ー
（
岐
阜
保
健
所
）
☎
（
３
８
０
）

３
０
０
４
※
24
時
間
対
応
（
た
だ
し
、
平

日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
以
外
は
電
話
呼

び
出
し
対
応
）

国
が
提
唱

「
新
し
い
生
活
様
式
」

県
内
の
状
況

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
生
活
支
援
室

次
の
症
状
が
あ
る
人
は

帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡

　市長給与の減額については、市の財政状況に寄与するため、公約と

した1期目に引き続き、平均24.3%の削減を継続して実施しています。

退職金を含めた総削減額は約3,460万円です。

　新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、市民の皆さんの気持ちに

より一層寄り添い、市民の代表者として的確な施策を展開するため、

更なる市長給与の減額を行います。

市長給与の削減

県内21市・全国類似88団体の最低額に

条例規定 減額率 措置後給料 今回の措置期間

880,000円 ▲30％ 616,000円 R2.6.1～11.30（6カ月）

・外出時マスク着用・人との間隔は最低１ｍ空ける・

遊びは「屋内」より「屋外」・会話は対面を避ける・

帰宅後は手洗いや洗顔・感染が流行している地域への

移動は控える・帰省や旅行は控えめに　など

「新しい生活様式」の実践例

一人ひとりの基本的感染対策

・「3密」の回避・咳エチケットの徹底・こまめに換

気・毎朝家族で体温測定・発熱または風邪の症状があ

る場合は自宅療養・屋内や会話をするときは症状がな

くてもマスク着用　など

日常生活を営む上での基本的生活様式

・買い物は少人数ですいた時間に・通販やデリバリー

も利用・レジに並ぶときは前後にスペース・公園はす

いた時間と場所を選ぶ・すれ違う時は距離をとる・公

共交通機関の利用時は会話を控える　など

日常生活の各場面別の生活様式

・テレワークやローテーション勤務・時差通勤でゆっ

たりと・オフィスは広々と・会議はオンライン・名刺

交換はオンライン・対面での打ち合わせは換気とマス

ク　など

働き方の新しいスタイル
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治
委
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
市
政
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
、

１
年
間
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
。
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

※

自
治
会
へ
の
加
入
・
問
い
合
わ
せ
は
、

　そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
委
員
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

令
和
２
年
度

　特
別
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付
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府
が
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「
新
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感
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」
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基
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れ
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す
。
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４
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台
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な
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さ
れ
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。
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４
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、
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受
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０
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

申
請
期
限

申
請
方
法

特
別
定
額
給
付
金
と
は

給
付
対
象
と
な
る
人

受
給
権
者

給
付
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特別定額給付金の申請　
　特別定額給付金の申請書を各家庭に発送しました。申請書の書

き方や留意事項は、同封している記入例を参考にしてください。

　申請書がお手元に届いていない場合は、新型コロナウイルス生

活支援室までお問い合わせください。

818
まで

新型コロナウイルス感染症　最新情報
総務省

特別定額給付金
岐阜県

感染の動向
羽島市

特設サイト

問い合わせ先　

新型コロナウイルス生活支援室　☎（３９２）１１１２

郵
送
に
よ
る
申
請

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
申
請
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消　　　防
消防団本部

職　名 氏　　名 住　所

交 通 安 全
岐阜羽島地区交通安全協会支部長

地　区 氏　　名 住　所

青少年育成推進員

地　区 氏　　名 住　所

教　　　育

コミュニティセンター

体育振興会長

地　区 氏　　名 住　所

子ども会校区育成会長

小学校区 氏　　名 住　所

単位ＰＴＡ会長

学校名 氏　　名 住　所

コミュニティセンター館長

氏　　名 住　所

スポーツ
スポーツ推進委員

地　区 氏　　名 住　所

相　　　談
行政相談委員

氏　　名 住　　所
青少年育成推進指導員

氏　　名 住　　所

保　　　健
母子保健推進員

地　区 氏　　名 住　所

消防分団長

地　区 氏　　名 住　所

水　防　団
水防団

職　名 氏　　名 住　所

水防分団長

地　区 氏　　名 住　所

コミセン

コミュニティセンター協議会長

氏　　名 住　所コミセン

　令和２年度の各役員を紹介します。

　皆さんにはそれぞれの分野におい

て、お力添えをいただくことになり

ますが、よろしくお願いします。

（敬称略）

令和2年度
団 長
副団長
副団長
副団長
副団長
分団長
分団長
分団長
分団長
分団長

正木町
江吉良町
堀津町
江吉良町
竹鼻町
上中町
小熊町
下中町
小熊町
江吉良町

泉 　 徳 行
栗 山 幸 三
伊 藤 裕 之
杉 本 　 保
大 橋 秀 明
棚 橋 重 治
堀 　 和 敏
橋 本 昌 司
大 野 　 篤
久 江 利 明

足 近
小 熊
正 木
竹 鼻
福 寿
江吉良
堀 津
上 中
下 中
桑 原

２丁目
外粟野
曲 利
飯 柄
間 島
江吉良町
堀津町
一 色
市之枝
八 神

川 島 良 三
安 藤 　 仁
小　川　真由美
齋 藤 弘 幸
田 中 良 三
林 　 幸 伸
浅 野 裕 昭
加 藤 英 輔
浅 野 　 勝
伊 藤 軍 一

足 近

小 熊

正 木

竹 鼻

竹鼻南

福 寿

江吉良
・舟橋

堀 津

上 中

下 中

桑 原

4丁目
小荒井
天 王
内粟野
須賀小松
　森　
大 浦
大 浦
大西２
下 鍋
飯 柄
飯 柄
本 郷
本 郷
牧 野
出須賀
江吉良町
新田南
長 間
一 色
石 田
城屋敷
東 方
西小薮

河 合 秀 樹
三 木 幸 代
水 野 治 郎
浅 野 勝 紀
豊　島　みなみ
野 口 佳 宏
奥 田 美 咲
安 井 宏 典
大 野 一 明
後 藤 隆 博
長 谷 　 晃
田 中 　 茂
松 野 正 治
服 部 美 樹
髙 橋 美 幸
髙　橋　友佳子
木 下 千 里
橋　本　麻記子
堀 　 勉
近 藤 貞 之
大 橋 英 雄
杉 山 泰 昭
川 上 和 男
渡 邊 一 雄

足 近
小 熊
正 木
竹 鼻
福 寿
江吉良・舟橋
堀 津
長 間

桑 原

市 場
東小熊
三ツ柳
新 町
本 郷
江 西
新 田
長 間
上 中
小 薮

岩 田 浩 二
南 谷 義 司
佐 溝 勝 樹
小 森 博 昭
安 田 寛 治
深 貝 輝 明
橋 本 博 康
福 田 正 明
渡 邉 　 修
加 納 栄 斗

足 近

小 熊

正 木

竹 鼻

中 央

福 寿

堀 津

中 島

桑 原

１丁目

１丁目

須 賀

丸の内

長 間

本 郷

須賀中

　沖　

大 須

山 田 真 弓

浅 野 知 美

西 松 幸 恵

栗 山 　 薫

瀬　尾　はるな

番 　 正 美

滝 川 明 美

森　　　友里古

西 崎 朋 美

足近小
小熊小
正木小
竹鼻小
中央小
福寿小
堀津小
中島小
羽島中
竹鼻中
中央中
中島中
桑原学園

市 場
内粟野
須 賀
丸の内
舟 橋
本 郷
前 谷
石 田
坂 丸
平 方
長 間
　中　
小 薮

足 利 　 隆
中 野 　 潮
木 村 英 二
髙 砂 知 明
青 柳 達 正
市 川 達 也
伊　藤　かおり
髙 橋 哲 朗
今井田　一　志
片 岡 祐 介
入 山 麻 美
淺 野 哲 二
奥 田 益 章

足 近

小 熊

正 木

竹 鼻

竹鼻南

福 寿

江吉良

堀 津

上 中

下 中

桑 原

１丁目

西小熊

不破一色

大西３

蜂 尻

浅 平

江 西

本 田

　沖　

加賀野井

大 須

武 山 和 明

大 橋 芳 明

小 塚 秀 隆

牧 野 貞 臣

髙 木 和 秋

田　中　安志郎

渡　辺　興一郎

鈴　木　登司雄

渡 邉 　 修

後 藤 哲 生

新 井 　 勝

足 近

小 熊

正 木

竹 鼻

竹鼻南

福 寿

江吉良

堀 津

上 中

下 中

桑 原

南 宿

西小熊

須賀小松

丸の内

狐 穴

間 島

江 南

新 田

一 色

石 田

西小薮

関 　 広 和

大 橋 利 正

豊 島 信 征

中 畑 　 弘

浅 野 辰 雄

後 藤 栄 治

田 中 佳 夫

嵯峨崎　守　康

水 谷 重 夫

田 内 重 三

服 部 重 明

足 近

小 熊

正 木

竹 鼻

福 寿

江吉良
・舟橋

堀 津

上 中

下 中

桑 原

南 宿
北 宿
4丁目
2丁目
外粟野
西小熊
大 浦
曲 利
曲 利
大浦新田
大浦新田
曲 利
新 町
狐 穴
狐 穴
狐 穴
飯 柄
狐 穴
本 郷
本 郷
江 西
宮 北
宮 北
本 田
須賀南
堀津町
長 間
午 北
　沖　
石 田
加賀野井
市之枝
午 南
小 薮
前 野

近 藤 敏 明
野 田 知 弘
城　内　美智子
山 田 紀 武
安 藤 明 久
大 橋 真 美
安 田 隆 司
山木田　昌　彦
上 田 鈴 貴
花 村 恭 光
豊　�　真美子
丹 羽 麻 未
小 森 博 昭
辻　田　千代治
田 内 真 弓
畑 　 和 彦
加 藤 茂 夫
古 川 久 恵
平 田 静 夫
浅 井 　 純
木 村 明 寛
縄 田 尚 志
市 橋 紀 子
浅 野 忠 男
田　邉　信太郎
笹 野 美 樹
福 田 正 明
岩 田 幸 弘
佐 野 尚 美
浦 濱 幸 治
加 藤 浩 彦
水 谷 千 枝
石 田 寛 一
奥 田 忠 男
浅 野 敦 子

岩 田 洋 子
道 家 保 義
馬 場 弘 三

足 近 町 市 場
竹 鼻 町 狐 穴
福 寿 町 間 島

花 村 重 男 正 木 町 曲 利

氏　　名 住　　所

心配ごと相談員

氏　　名 住　　所

平 井 正 春
南 谷 東 子
豊 島 一 成
入 山 　 一
小 林 　 眞
岩 田 博 文
浅 野 治 夫
東 松 佳 代
加 藤 直 子
炭 � 　 豊

足 近 町 直 道
小熊町２丁目
正 木 町 須 賀
竹 鼻 町 蜂 尻
福 寿 町 本 郷
江 吉 良 町
堀 津 町
上 中 町 沖
下中町加賀野井
桑 原 町 八 神

水 谷 政 明
後 藤 聖 子
浅 井 廣 志
山 川 髙 由

正 木 町 須 賀
竹鼻町（大西１）
堀津町中屋敷
桑 原 町 東 方

足 近

小 熊

正 木

竹 鼻

福 寿

江吉良

舟 橋
堀 津

上 中

下 中
桑 原

南 宿
南 宿
小荒井
東小熊
天 王
　島　
須 賀
須 賀
　森　
大 浦
新 井
新 井
今 町
東 町
下鍋屋町
渡 瀬
北海戸
蜂 尻
間 島
本 郷
平 方
平 方
出来町
　堤　
江 中
宮 北
須賀北
須賀中
前 谷
長 間
一 色
　沖　
城屋敷
八 神

老　田　喜代美
箕 浦 智 美
黒 田 弘 美
近 藤 智 美
栗　山　美奈子
堀　　　由紀子
豊 島 裕 香
服 部 尚 子
加 藤 由 実
平　岩　喜美子
春 日 　 寿
森 　 敬 子
江　崎　みな子
平 原 愛 子
山　田　小百合
上　野　みどり
二 村 栄 子
楳 原 洋 子
渡 邉 直 子
白 木 容 子
馬 渕 舞 子
大　西　美代子
服 部 啓 子
淺 野 和 枝
坂井田　眞友美
長 屋 京 子
藤　田　とみ子
藤　木　美保子
畑　添　久美子
武　井　ひとみ
平 松 伸 子
淺　井　恵美子
戸　谷　かよ子
山 北 里 美

足 近
小 熊
正 木
竹鼻１
竹鼻２
福 寿
江吉良
堀 津
上 中
下 中
桑 原

市 場
天 王
　森　
福寿町間島
飯 柄
本 郷
江吉良町
須賀南
長 間
加賀野井
八 神

岩 田 武 伯
石 原 達 也
佐々木　達　也
馬 場 俊 二
岡 田 和 浩
西 松 　 覚
縄 田 孝 幸
番 　 英 雄
大 槻 　 充
山 田 正 義
伊 藤 　 晃

団 長
副団長
副団長

足 近
小 熊
正 木
竹 鼻
福 寿
江吉良
堀 津
上 中
下 中
桑 原

小熊町
福寿町
江吉良町

１丁目
西小熊
須賀赤松
駒 塚
平 方
江吉良町
堀津町
一 色
市之枝
八 神

篠 田 定 夫
不 破 　 隆
小 林 静 雄

名 和 泰 典
南 谷 好 春
今井田　　　敦
加治佐　　　浩
不 破 信 雄
小 池 基 司
長 縄 英 一
小 池 　 修
鈴 木 　 勇
山 内 二 一

はしま南部
スポーツ村

人権擁護委員

　

　新型コロナウイルス感染症の

影響で農事改良組合会長が決ま

りませんでしたので、掲載を見

合わせることとなりました。

　全ての地区の会長が決定次第、

広報はしまでご紹介します。

地域の役員
紹介します
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　青
少
年
育
成
市
民
会
議
で
は
、

「
広
げ
よ
う

　地
域
の
輪

　輝
け

は
し
ま
の
子
ど
も
た
ち
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
、
地
域
・
家
庭
・
学
校

が
連
携
し
、
青
少
年
が
伸
び
伸
び

と
育
つ
環
境
づ
く
り
や
健
全
な
育

成
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　主
な
取
り
組
み
と
し
て
、
中
学

校
・
義
務
教
育
学
校
の
代
表
者
が

未
来
へ
の
希
望
や
提
案
な
ど
を
発

表
す
る
「
わ
た
し
の
主
張
大
会
」

や
、
青
少
年
関
連
の
講
演
な
ど
を

行
う
「
青
少
年
健
全
育
成
大
会
」

が
あ
り
ま
す
。
※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
規
模
縮

小
ま
た
は
中
止
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　ま
た
、
市
内
11
地
区
で
は
、
青

少
年
育
成
推
進
員
と
育
成
員
が
、

地
域
と
一
体
と
な
り
、
子
ど
も
が

活
躍
で
き
る
機
会
づ
く
り
や
、
安

心
安
全
に
過
ご
せ
る
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　生
涯
学
習
課
☎

（
３
９
３
）
４
６
７
２

　市
で
は
、
令
和
２
年
度
の
下
水

道
工
事
を
左
図
の
区
域
で
計
画
し

て
い
ま
す
。
工
事
区
域
は
正
木
町

須
賀
お
よ
び
不
破
一
色
で
、
工
期

は
来
年
３
月
ま
で
の
予
定
で
す
。

ま
た
、
区
画
整
理
区
域
で
は
、
整

備
状
況
に
合
わ
せ
て
順
次
工
事
を

行
い
ま
す
。
対
象
区
域
の
皆
さ
ん

に
は
「
公
共
汚
水
マ
ス
等
」
の
設

置
申
請
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　工
事
期
間
中
は
、
交
通
規
制
や

騒
音
、
振
動
な
ど
の
ご
迷
惑
を
お

掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　な
お
、
国
の
予
算
の
都
合
に
よ

り
、
工
事
の
予
定
が
変
更
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　既
に
下
水
道
の
供
用
が
開
始
さ

れ
て
い
る
区
域
に
お
住
ま
い
の
人

は
、
速
や
か
に
下
水
道
へ
の
接
続

を
お
願
い
し
ま
す
。

　こ
の
接
続
に
伴
う
排
水
設
備
工

事
は
、
市
下
水
道
指
定
工
事
店
で

施
工
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

見
積
り
や
工
事
を
依
頼
さ
れ
る
と

き
は
ご
確
認
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先

　工
務
課
（
内
線

２
１
８
２
）

　５
月
13
日
に
市
議
会
臨
時
会
が

開
催
さ
れ
、
議
長
に
山
田
紘
治
さ

ん
、
副
議
長
に
豊
島
保
夫
さ
ん
、

議
会
選
出
の
監
査
委
員
に
近
藤
伸

二
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　各
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

総
務
委
員
会

委
員
長

　粟
津
明

副
委
員
長

　毛
利
廣
次

委
員

　後
藤
國
弘
、
堀
隆
和
、
糟

谷
玲
子
、
近
藤
伸
二

民
生
文
教
委
員
会

委
員
長

　川
柳
雅
裕

副
委
員
長

　柴
田
喜
朗

委
員

　原
一
郎
、
安
井
智
子
、
豊

島
保
夫
、
星
野
明

産
業
建
設
委
員
会

委
員
長

　南
谷
清
司

副
委
員
長

　野
口
佳
宏

委
員

　南
谷
佳
寛
、
藤
川
貴
雄
、

山
田
紘
治
、
花
村
隆

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長

　堀
隆
和

副
委
員
長

　星
野
明

委
員

　粟
津
明
、
川
柳
雅
裕
、
安

井
智
子
、
糟
谷
玲
子

ご
み
処
理
施
設
建
設
特
別
委
員
会

委
員
長

　山
田
紘
治

副
委
員
長

　豊
島
保
夫

委
員

　全
議
員

議
会
改
革
特
別
委
員
会

委
員
長

　原
一
郎

副
委
員
長

　花
村
隆

委
員

　南
谷
清
司
、
柴
田
喜
朗
、

毛
利
廣
次
、
後
藤
國
弘

新
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会

委
員
長

　山
田
紘
治

副
委
員
長

　豊
島
保
夫

委
員

　全
議
員

予
算
決
算
特
別
委
員
会

委
員
長

　星
野
明

副
委
員
長

　堀
隆
和

委
員

　全
議
員

市議会新役員

議長に

　 山田紘治さん

副議長に

　 豊島保夫さん

監査委員

近藤 伸二

副議長

豊島 保夫

議 長

山田 紘治

凡　　例
施 工 済 箇 所
令和2年度施工箇所

凡　　例
施 工 済 箇 所
令和2年度施工箇所

下
水
道
の
早
期
接
続
に
ご
協
力
を

青少年育成活動を紹介

正
木
町
須
賀
地
区
な
ど
を
予
定

下
水
道
工
事

正木町須賀･不破一色地区

平方第二土地区画整理地区

河合悟さん

（竹鼻町）

平松伸子さん

（上中町）

地
域
の
発
展
に
貢
献

県
各
界
功
労
者
表
彰

春の叙勲　瑞宝小綬章（地方自治功労）

　岐阜県職員として防災局長や県

病院参与、県総合医療センター副

院長などを歴任し、地方自治の発

展に貢献されました。

伊藤克己さんが栄誉
(下中町)

春の叙勲　瑞宝双光章（教育功労）

　糸貫中学校、加納中学校長など

を歴任し、定年退職後は羽島市の

教育長を11年間務められ、教育

の発展に貢献されました。

伏屋敬介さんが栄誉
(岐南町伏屋)

　県
で
は
、
行
政
、
文
化
・
芸
術
、

社
会
福
祉
、
産
業
経
済
な
ど
の
分

　羽
島
市
を
拠
点
に
国
内

外
で
社
会
奉
仕
活
動
を
展

開
し
て
い
る
一
般
財
団
法

人
国
際
ク
ラ
ブ
（
青
山
る

み
代
表
理
事
・
青
山
英
世

代
表
理
事
）
か
ら
、
「
竹

鼻
祭
の
山
車
」
を
常
設
展

示
す
る
た
め
の
施
設
を
寄

贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　同
施
設
は
平
成
26
年
に

同
財
団
法
人
の
青
山
馥
名

誉
会
長
、
青
山
る
み
代
表

理
事
か
ら
個
人
名
義
で
寄

付
を
い
た
だ
い
た
「
青
山

ス
ク
エ
ア
」
の
隣
接
地
に

位
置
し
て
お
り
、
竹
鼻
ま

ち
な
か
の
観
光
振
興
の
た

め
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　施
設
の
オ
ー
プ
ン
は
今

年
の
秋
ご
ろ
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　商
工
観

光
課
（
内
線
２
６
１
５
）

請
求
さ
れ
た
主
な
文
書

▽
道
路
台
帳
図
▽
工
事
設
計
書
な

ど
※
公
文
書
公
開
不
服
申
立
は「
該

当
な
し
」

請
求
さ
れ
た
主
な
文
書

▽
診
療
録
▽
検
査
結
果
な
ど
※
個

人
情
報
開
示
不
服
申
立
は
「
該
当

な
し
」

　市
で
は
、
情
報
公

開
・
個
人
情
報
保
護

制
度
を
適
切
に
運
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、

市
民
と
行
政
が
情
報

を
共
有
で
き
る
透
明

性
の
高
い
行
政
運
営

を
推
進
し
、
市
政
に

対
す
る
信
頼
を
高
め

る
よ
う
努
め
て
い
ま

す
。　令

和
元
年
度
の
情

報
公
開
条
例
お
よ
び

個
人
情
報
保
護
条
例

の
運
用
状
況
は
、
左

表
の
と
お
り
で
す
。

情
報
公
開
制
度

　

　市
が
保
有
す
る
情
報
（
公
文
書
）

を
、
情
報
公
開
請
求
と
い
う
手
続

き
で
公
開
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
制
度
で
す
。

　公
開
を
求
め
ら
れ
た
情
報
は
、

公
開
さ
れ
る
こ
と
が
原
則
で
す
が
、

個
人
情
報
や
法
律
上
公
開
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
情
報
な
ど
、
公
開

で
き
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
制
度

　市
が
保
有
す
る
個
人
に
関
す
る

情
報
を
適
正
・
安
全
に
管
理
し
、

目
的
以
外
へ
の
利
用
や
外
部
へ
の

提
供
を
制
限
す
る
こ
と
で
個
人
情

報
の
保
護
を
図
る
制
度
で
す
。

　

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
（
内
線
２
３
５
４
）

透明性の高い行政運営を推進公文書公開の請求件数と決定状況

個人情報開示の請求件数と決定状況

公文書公開請求 271件計

選
挙
管
理
委
員
会

教
育
委
員
会

実施機関消

　防

病

　院

水
道
部

建
設
部

産
業
振
興
部

健
幸
福
祉
部

企
画
部

総
務
部

271 2 3 2 1 30 200 2 12 2 17 請求件数

266 2 3 2 1 30 199 2 10 2 15 公開
決 

定 

状 

況

1 1 部分公開

非公開

4 2 2 不存在

市 長 部 局

計 実施機関

教
育
委
員
会

病

　院

健
幸
福
祉
部

市
民
部

総
務
部

33

3

1 17 8 2 5 請求件数

29 1 15 8 5 開示 決 

定 

状 

況

2 1 部分開示

非開示

1 1 不存在

市 長 部 局

野
で
功
績
が
あ
っ
た
人
を
表
彰
し
、

県
民
の
誇
り
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
各
界
功
労
者
表
彰
制
度

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
の

受
賞
者
を
紹
介
し
ま
す
。

社
会
福
祉

平
松
伸
子
さ
ん
（
民
生
・
児
童
委

員
）

健
康
衛
生

河
合
悟
さ
ん
（
学
校
歯
科
医
）

※
広
報
は
し
ま
で
は
、
掲
載
の
承

諾
を
得
た
人
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

竹鼻祭の山車　常設展示施設の寄付を受領
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　児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
６
月
30

日
（火）
ま
で
に
「
現
況
届
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
現
況
届
の
提
出
が
な
い
と
、
受

給
資
格
が
あ
る
場
合
で
も
、
引
き
続
き
６

月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。
現
況
届
の
用
紙
は
市
役
所
か
ら
郵

送
し
ま
す
。
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用

し
て
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
現
況
届
の

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
が
で
き
ま
す
。
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に

対
応
し
た
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
ま

た
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
機
器
が
必
要

で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　児
童
手
当
現
況
届
＝
保

険
年
金
課
（
内
線
２
２
６
５
）
、
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
＝
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
7
０
１
２
０（
９
５
）０
１
７
８

※
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
い
「
４
（
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
）」

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

　市
県
民
税
に
つ
い
て
、
普
通
徴
収
の
納

税
通
知
書
と
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
の
税

額
決
定
通
知
書
を
６
月
10
日
（水）
に
郵
送
し

ま
す
。

　普
通
徴
収
は
、
納
付
書
ま
た
は
口
座
振

替
に
よ
っ
て
、
税
額
を
年
４
回
に
分
け
て

納
税
す
る
方
法
で
す
。

　年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
は
、
公
的
年
金

の
支
払
者
（
日
本
年
金
機
構
な
ど
）
が
、

年
金
受
給
者
の
年
金
所
得
に
対
す
る
税
額

を
年
金
の
支
払
い
の
際
に
天
引
き
し
、
市

に
納
税
す
る
方
法
で
す
。

　新
た
に
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
の
対
象

と
な
る
人
は
、
年
度
前
半
（
６
月
・
８
月
）

に
、
そ
の
年
度
の
市
県
民
税
の
２
分
の
１

を
普
通
徴
収
の
方
法
で
、
年
度
後
半
（
10

月
・
12
月
・
２
月
）
に
残
り
の
半
分
を
年

金
か
ら
の
特
別
徴
収
の
方
法
で
納
税
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　納
付
書
が
届
い
た
人
は
、
納
期
限
ま
で

に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
給
与
か
ら
の
特
別
徴
収
の
税
額

決
定
通
知
書
は
、
５
月
に
勤
務
先
に
郵
送

し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
つ
い
て

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の

影
響
に
よ
り
、
確
定
申
告
お
よ
び
市
県
民

税
申
告
の
期
限
が
４
月
16
日
ま
で
延
長
さ

児
童
手
当
の
現
況
届
は

６
月
中
に

市
県
民
税
の
税
額
決
定
通
知
書
・

納
税
通
知
書
を
発
送

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
通
知
書

世
帯
主
あ
て
に
発
送

　６
月
は
市
県
民
税
、
水
利
地
益
税
、
国

民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
の
納
付
月

で
す
。
納
期
限
は
６
月
30
日
（火）
で
す
。

税
・
料
の
納
付

　今
年
度
の
納
税
通
知
書
は
６
月
15
日
（月）

に
世
帯
主
あ
て
に
郵
送
し
ま
す
。
税
率
改

定
や
、
よ
く
あ
る
ご
質
問
内
容
な
ど
に
関

す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
し
ま
す
の
で
、

併
せ
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

納
税
義
務
者
は
世
帯
主

　国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
義
務
者
は
世

帯
主
で
す
。
世
帯
主
が
加
入
し
て
い
な
い

場
合
で
も
、
世
帯
員
に
国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
が
い
る
と
き
は
、
納
税
義
務
者

は
世
帯
主
と
な
り
ま
す
。
（
擬
制
世
帯
主
）

　市
役
所
な
ど
の
職
員
を
装
い
、
医
療
費

な
ど
の
還
付
金
が
あ
る
と
電
話
し
て
金
融

機
関
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
お
金
を
振
り
込
ま
せ

よ
う
と
す
る
被
害
等
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

還
付
の
手
続
き
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
お
願

い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　こ
の
よ
う
な
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
場

合
は
す
ぐ
に
従
わ
ず
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　岐
阜
羽
島
警
察
署
☎（
３

８
７
）
０
１
１
０
ま
た
は
生
活
交
通
安
全

課
（
内
線
２
１
５
２
）

　市
で
は
、
皆
さ
ん
が
清
潔
で
良
好
な
生

活
を
送
れ
る
よ
う
に
「
美
し
い
ま
ち
づ
く

り
条
例
」
で
次
の
内
容
を
定
め
て
い
ま
す
。

①
「
空
き
缶
等
」
の
ポ
イ
捨
て
禁
止

②
「
飼
い
犬
等
」
の
ふ
ん
害
禁
止

③
自
動
販
売
機
へ
の
回
収
容
器
の
設
置
義

務
不
審
な
電
話
に
ご
注
意
を

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例

農
業
者
年
金
の
活
用
を

お
知
ら
せ

6
月
の

　農
業
者
年
金
は
、
60
歳
未
満
の
国
民
年

金
第
１
号
被
保
険
者
（
保
険
料
の
免
除
を

受
け
て
い
な
い
人
）
で
、
年
間
60
日
以
上

農
業
に
従
事
し
て
い
る
人
で
あ
れ
ば
加
入

で
き
る
積
立
方
式
の
制
度
で
す
。

　保
険
料
は
、
１
カ
月
当
た
り
２
万
円
か

ら
６
万
７
０
０
０
円
の
範
囲
内
（
１
０
０

０
円
単
位
）
で
自
由
に
選
べ
ま
す
。

　な
お
、
農
業
者
年
金
を
受
給
し
て
い
る

人
は
、
６
月
末
ま
で
に
受
給
権
者
現
況
届

を
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　農
業
委
員
会
事
務
局（
内

線
２
６
３
２
）

介
護
保
険
制
度

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証

　介
護
保
険
制
度
で
は
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
等
の
費
用
の
う
ち
、
食
費
や
居
住

費
は
自
己
負
担
が
原
則
で
す
。

　た
だ
し
、
次
の
要
件
①
②
の
両
方
に
該

当
す
る
人
は
、
申
請
に
よ
り
介
護
保
険
負

担
限
度
額
認
定
証
が
交
付
さ
れ
、
食
費
と

居
住
費
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

①
所
得
要
件
＝
市
県
民
税
非
課
税
世
帯
の

人
（
世
帯
が
異
な
っ
て
い
て
も
配
偶
者（
事

実
婚
を
含
む
）
が
非
課
税
で
あ
る
場
合
）

②
資
産
要
件
＝
預
貯
金
等
の
資
産
が
、
単

身
で
１
０
０
０
万
円
ま
た
は
、
夫
婦
で
２

年
金
額
が
改
定
さ
れ
ま
す

　公
的
年
金
の
年
金
額
は
、
物
価
や
賃
金

の
変
動
等
に
応
じ
て
年
度
ご
と
に
改
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

は
し
ま
・
さ
わ
や
か
口
腔
健
診

　後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
被
保
険
者
を

対
象
に
、
「
は
し
ま
・
さ
わ
や
か
口
腔
健

診
」
を
実
施
し
ま
す
。

　こ
れ
は
、
口
腔
機
能
（
食
べ
物
を
か
む
・

飲
み
込
む
な
ど
の
口
の
動
き
）
の
低
下
を

防
ぎ
、
肺
炎
等
の
疾
患
の
予
防
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
目
的
で
す
。
対
象
者
に
は
、
６

月
下
旬
に
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
。

実
施
場
所

　羽
島
市
・
岐
南
町
・
笠
松
町

の
健
診
実
施
歯
科
医
院
（
受
診
券
に
記
載
）

実
施
期
間

　７
月
１
日
〜
令
和
３
年
２
月

28
日
（
実
施
歯
科
医
院
の
診
療
日
に
限
る
）

料
金

　３
０
０
円

受
診
方
法

　歯
科
医
院
に
予
約
の
上
、
受

診
券
と
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
を

持
っ
て
受
診

問
い
合
わ
せ
先

　保
険
年
金
課
後
期
高
齢

者
医
療
係
（
内
線
２
２
６
７
）

０
０
０
万
円
以
下
の
人

　負
担
限
度
額
認
定
証
更
新
の
書
類
は
、

７
月
上
旬
に
郵
送
す
る
予
定
で
す
。

申
請
時
の
持
ち
物

　更
新
の
書
類
、
通
帳

の
写
し
、
印
鑑

介
護
保
険
料
の
本
算
定
と
保
険
料
納
付

　介
護
保
険
料
の
年
額
は
、
６
月
に
確
定

す
る
市
民
税
の
課
税
状
況
等
に
応
じ
て
決

ま
り
ま
す
（
本
算
定
）
。
本
算
定
が
行
わ

れ
る
ま
で
は
、
仮
算
定
に
よ
る
保
険
料
額

と
な
り
、
本
算
定
が
行
わ
れ
た
後
に
、
確

定
し
た
保
険
料
年
額
か
ら
仮
算
定
額
を
差

し
引
き
、
各
納
期
に
分
け
て
納
付
し
ま
す
。

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）

10
月
、
12
月
、
２
月

普
通
徴
収
（
納
付
書
納
付
・
口
座
振
替
）

６
月
、
８
月
、
10
月
、
12
月
、
２
月

　本
算
定
の
納
入
通
知
書
お
よ
び
納
付
書

は
、
６
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　な
お
、
被
保
険
者
で
あ
る
等
の
理
由
で

申
告
を
し
て
い
な
い
場
合
、
暫
定
の
所
得

段
階
と
し
て
判
定
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
正
確
な
保
険
料
算
定
の
た
め
に
簡
易

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　高
齢
福
祉
課
（
内
線
２

５
５
４
）

　今
年
度
の
国
民
年
金
額
（
基
礎
年
金
）

は
、
被
保
険
者
数
の
変
動
率
や
平
均
余
命

の
伸
び
率
に
よ
る
調
整
等
に
よ
り
、
前
年

度
か
ら
０
・
２
％
の
増
額
に
な
り
ま
す
。

　６
月
上
旬
に
「
年
金
振
込
通
知
書
・
年

金
額
改
定
通
知
書
」
が
日
本
年
金
機
構
か

ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

　岐
阜
南
年
金
事
務
所
☎

（
２
７
３
）
６
１
６
１
ま
た
は
保
険
年
金

課
（
内
線
２
２
６
４
）

れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
３
月
17
日
以

降
に
申
告
書
を
提
出
し
た
人
に
は
、
８
月

分
以
降
の
市
県
民
税
額
に
つ
い
て
、
変
更

等
の
処
理
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　税
額
が
変
更
と
な
る
人
に
は
、
税
額
変

更
通
知
書
に
よ
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

事
業
所
へ
の
お
願
い
（
特
別
徴
収
を
推
進
）

　岐
阜
県
内
で
は
、
給
与
所
得
者
の
市
県

民
税
の
特
別
徴
収
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　特
別
な
事
情
が
な
い
限
り
、
事
業
所（
給

与
支
払
者
）
は
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収
と

同
様
に
、
個
人
の
市
県
民
税
を
特
別
徴
収

に
よ
っ
て
納
付
す
る
こ
と
が
地
方
税
法
で

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
制
度
を
ご
理
解
の

上
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　税
務
課
（
内
線
２
２
３

７
・
２
２
３
８
）

　国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
に
お
い
て
は
、

世
帯
に
つ
き
平
等
割
額
、
被
保
険
者
ご
と

に
所
得
割
額
・
資
産
割
額
・
均
等
割
額
が

課
税
さ
れ
ま
す
。
擬
制
世
帯
主
に
つ
い
て

は
、
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
額
に
算
入

さ
れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

　税
務
課
（
内
線
２
２
３

９
）

④
所
有
す
る
土
地
の
雑
草
繁
茂
防
止
に
向

け
た
適
正
管
理

　雑
草
繁
茂
を
放
置
し
ま
す
と
、
市
で「
指

導
・
勧
告
・
命
令
」
を
行
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
環
境
美
化
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　生
活
環
境
課
（
内
線
２

１
２
２
）

ＤＶ等の悩み　抱えていませんか？

　ＤＶかなと思ったら、一人で悩まず、お気軽にご相談ください。

DVなど女性の悩み事

女性相談センター ☎（213）2131（平日午前9時～午後9時、

 土日祝日午前9時～正午、午後1時～5時）

内閣府DV相談＋ 70120（279）889（24時間365日対応）

児童相談所虐待対応ダイヤル　☎189（24時間365日対応）

チャット・メールでの

相談も対応しています
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今月の休日窓口業務

税
・
料
の
お
支
払
い
は
、
安
心
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

6月28日（日）午前9時～午後4時  （市民課・保険年金課・税務課・収納課）



6
ガイド

催

し

募

集 月の
上
下
水
道
事
業
経
営
審
議
会
委
員

●
人
員
＝
２
人

　●
資
格
＝
市
内

に
引
き
続
き
１
年
以
上
居
住
し
、

平
日
昼
間
の
会
議
に
参
加
で
き
、

他
の
付
属
機
関
等
の
委
員
・
羽
島

市
職
員
・
羽
島
市
議
会
議
員
で
な

い
満
20
歳
以
上
の
人

　●
任
期
＝

令
和
２
年
７
月
１
日
〜
令
和
４
年

６
月
30
日

　●
報
酬
＝
１
回
の
出

席
に
つ
き
６
０
０
０
円

　●
申
込

期
限
＝
６
月
19
日
（金）
（
必
着
）

　

●
申
込
方
法
＝
所
定
の
公
募
委
員

応
募
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
経
歴
書
と
合
わ
せ
て
経
営
課

へ
提
出

　●
詳
し
く
は
、
経
営
課

（
内
線
２
１
６
４
）
へ

　た
い
せ
つ
な
命
を
救
う
た
め
、

応
急
手
当
を
広
め
ま
せ
ん
か
。

●
内
容
＝
救
命
講
習
の
指
導
を
中

心
に
活
動
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

●
資
格
＝
市
内
在
住
・
在
勤
者
で
、

普
通
・
上
級
救
命
講
習
修
了
者
、

応
急
手
当
普
及
員
・
指
導
員
認
定

者
ま
た
は
日
本
赤
十
字
救
急
法
救

急
員
取
得
者

　●
年
会
費
＝
３
０

０
０
円

　●
詳
し
く
は
、
消
防
本

部
救
急
指
令
課
☎
（
３
９
２
）
２

６
０
１
へ

公
募
委
員

レ
ス
キ
ュ
ー
ク
ロ
ス
羽
島
会
員

　研
修
会
等
で
情
報
交
換
を
し
た

り
、
親
睦
を
深
め
た
り
し
ま
せ
ん

か
。

羽
島
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

●
対
象
＝
身
体
障
が
い
児
・
者

●
活
動
＝
月
例
会
、
体
育
大
会
、

日
帰
り
研
修
旅
行
等

　●
詳
し
く

は
、
福
祉
課
（
内
線
２
５
１
２
）

へ羽
島
市
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

●
対
象
＝
ひ
と
り
親
家
庭

　●
活

動
＝
日
帰
り
バ
ス
旅
行
、
親
子
運

動
会
、
中
学
校
卒
業
時
の
激
励
等

●
詳
し
く
は
、
子
育
て
・
健
幸
課

（
内
線
２
５
２
４
）
へ

　市
消
防
団
で
は
女
性
消
防
団
員

を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
人
員
＝
若
干
人

　●
内
容
＝
ひ

と
り
暮
ら
し
高
齢
者
宅
へ
の
防
火

訪
問
、
保
育
園
等
へ
の
火
災
予
防

啓
発
、
消
防
団
行
事
で
の
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
・
受
け
付
け
な
ど

　●
資

格
＝
市
内
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在

　市
で
は
、
ご
み
の
排
出
量
に
応

じ
て
ご
み
処
理
費
用
の
一
部
を
手

数
料
と
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
負

担
し
て
い
た
だ
く
家
庭
系
ご
み
有

料
化
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　全
国
で
は
約
63
％
（
平
成
30
年

度
）
、
県
内
で
は
約
90
％
（
令
和

元
年
度
）
の
自
治
体
が
家
庭
系
可

燃
ご
み
の
有
料
化
を
実
施
し
て
い

る
状
況
で
す
。

　有
料
化
の
実
施
に
よ
り
、
ご
み

女
性
消
防
団
員

●
対
象
＝
住
民
基
本
台
帳
に
登
録

さ
れ
て
い
る
市
内
在
住
者
で
、
１

世
帯
に
つ
き
１
人

　●
募
集
区
画

＝
１
区
画
（
１
区
画
30
㎡
）

　●

貸
付
場
所
＝
竹
鼻
町
西
的
場
（
１

市
民
菜
園
の
利
用
者

図
書
館
の
催
し

福
祉
団
体
会
員
募
集

　6
月
は
赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム
と
お

は
な
し
ひ
ろ
ば
を
中
止
し
ま
す
。

◇
開
館
＝
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

◇
休
館
日
＝
６
月
１
日
（月）
・
８
日

（月）
・
15
日
（月）
・
22
日
（月）
・
29
日
（月）
・

30
日
（火）

※
詳
し
く
は
、
図
書
館
☎
（
３
９

♨今月の羽島温泉の休館日 6月5日(金)・15日(月)・25日(木)、7月6日(月)

各催し等は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により中止または延期となる場合があります。

そ
の
他

区
画
）

　●
貸
付
期
間
＝
７
月
１

日
〜
令
和
３
年
３
月
31
日

　●
利

用
料
金
＝
１
区
画
に
つ
き
年
間
３

０
０
０
円

　●
申
込
方
法
＝
所
定

の
市
民
菜
園
借
受
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
農
政
課
へ
提
出

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

に
よ
り
決
定

　●
申
込
期
限
＝
６

月
22
日
（月）

　●
詳
し
く
は
、
農
政

課
（
内
線
２
６
５
２
）
へ

学びEyeはしま　発行延期福寿の投票所が変更
　例年６月に市や関係機関等の講座・イベント情報を

掲載した生涯学習情報誌「学びEyeはしま」前期号を

発行しています。

　新型コロナウイルス感染症の影響により各種講座等

の企画・実施が困難ですので、発行を延期（発行時期

未定）します。

問い合わせ先　生涯学習課☎（393）4672

子育て支援員研修

　子どもに関わる仕事に携わりたいと考えている人を

対象とした研修が開催されます。詳しくは、県のホーム

ページをご覧ください。

対象者　県内で保育や子育てへの従事を希望する人

受講費用　無料（研修資料代は別途徴収）

問い合わせ先　県子育て支援課

　　　　　　　☎（272）1111（内線2684）

　令和2年度執行の選挙より、投票所を次のとおり変更します。

テ
ー
マ 

「
家
庭
系
ご
み
の
有
料
化
」

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施

の
減
量
と
資
源
化
の
推
進
や
負
担

の
公
平
性
の
確
保
、
ご
み
処
理
費

用
の
削
減
等
の
効
果
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　市
で
検
討
し
て
い
る
有
料
化
の

対
象
と
な
る
ご
み
の
種
類
や
手
数

料
の
納
付
方
法
、
新
し
い
指
定
ご

み
袋
の
仕
様
等
の
制
度
内
容
を
説

明
し
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　生
活
環
境
課（
内

線
２
１
２
３
）

　岐
阜
羽
島
衛
生
施
設
組
合
の
次

期
ご
み
処
理
施
設
に
つ
い
て
、
都

市
計
画
案
を
作
成
し
ま
す
。
案
の

作
成
に
あ
た
り
、
皆
さ
ん
か
ら
の

意
見
を
お
聞
き
す
る
た
め
の
公
聴

会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

　６
月
29
日
（月）
午
後
７
時
〜

場
所

　不
二
羽
島
文
化
セ
ン
タ
ー

縦
覧
図
書

羽
島
都
市
計
画
ご
み
焼
却
場
都
市

計
画
決
定
図
書
の
素
案
（
公
述
の

内
容
は
、
こ
の
素
案
の
範
囲
と
な

り
ま
す
。
）

都
市
計
画
案
（
素
案
）
の
概
要

名
称

　岐
阜
羽
島
衛
生
施
設
組
合

ご
み
焼
却
場

位
置

　羽
島
市
福
寿
町
平
方
地
内

面
積

　約
３
万
１
５
０
０
㎡

縦
覧
期
間

６
月
３
日
〜
17
日
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分
（
土
・
日
曜
日

を
除
く
）

公
述
申
出
方
法

公
述
申
出
書
に
必
要
事
項
を
記
載

し
、
直
接
持
参
す
る
か
郵
送
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
提
出

公
述
申
出
書
提
出
期
日

６
月
３
日
〜
17
日
（
必
着
）

※
公
述
の
申
し
出
が
な
い
場
合
は
、

公
聴
会
は
開
催
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

　都
市
計
画
課（
内

線
２
１
３
５
）

都
市
計
画
案
（
素
案
）
の
縦
覧

羽島都市計画ごみ焼却場の都市計画案（素案）

公聴会を開催します

投票区名

福寿 福寿小学校　屋内運動場 福寿コミュニティセンター

1階会議室

変更前 変更後

タウンミーティング開催日程

期日 開催場所 時間

7月1日(水)

19：00
　～ 20：30

10：00
　～ 11：30

竹鼻コミュニティセンター

7月2日(木) 竹鼻南コミュニティセンター

7月3日(金) 福寿コミュニティセンター

7月6日(月) はしまコミュニティセンター（下中町）

7月7日(火) 江吉良コミュニティセンター

7月9日(木) 資源物ストックヤード（堀津町）

7月10日(金) 上中コミュニティセンター

7月13日(月) 桑原コミュニティセンター

7月14日(火) 足近コミュニティセンター

7月16日(木) 小熊コミュニティセンター

7月17日(金) 正木コミュニティセンター

7月18日(土) 不二羽島文化センター

西部
幼稚園

福寿小学校

浅平
公園

N

福寿コミュニティ
センター

問い合わせ先　選挙管理委員会（内線2353）

歴
史
民
俗
資
料
館
・

映
画
資
料
館
の
催
し

企
画
展
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
応
援

　

映
画
ポ
ス
タ
ー
展
」

●
期
間
＝
８
月
10
日
（月）
ま
で

マ
イ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
ア
ト
リ
エ

な
ぎ凪

　パ
ス
テ
ル
教
室
展
」

ア
ト
リ
エ
凪

　太
田
美
穂
さ
ん

●
期
間
＝
６
月
２
日
〜
７
月
12
日

◇
入
館
料
＝
高
校
生
以
上
３
０
０

円
、
中
学
生
以
下
無
料

　※
マ
イ

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
参
観
は
無
料

　

◇
開
館
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◇
休
館
日
＝
６
月
１
日
（月）
・
８
日

（月）
・
15
日
（月）
・
22
日
（月）
・
29
日
（月）

※
詳
し
く
は
、
同
資
料
館
☎
（
３

９
１
）
２
２
３
４
へ

不
二
竹
鼻
町
屋
ギ
ャ
ラ
リ
ー

の
催
し

所
蔵
品
展
「
は
し
ま
で
出
会
う
モ

リ
カ
ズ
」

●
開
館
期
間
＝
６
月
28
日
（日）
ま
で

◇
入
館
料
＝
高
校
生
以
上
３
０
０

円
、
中
学
生
以
下
無
料

　
　
　
　

◇
開
館
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◇
休
館
日
＝
６
月
１
日
（月）
・
８
日

（月）
・
15
日
（月）
・
22
日
（月）

※
詳
し
く
は
、
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
☎

（
３
９
３
）
０
９
５
１
へ

２
）
２
２
７
０
へ

※新型コロナウイルス感染症の影響により延期となる場合は
　市ホームページにて案内します。

学
の
18
歳
以
上
の
女
性

　●
採
用

時
期
＝
令
和
３
年
４
月
１
日
〜

　

●
詳
し
く
は
、
消
防
総
務
課
☎（
３

９
２
）
２
６
０
１
へ
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information＋

休館日　6月2日（火）・9日（火）・16日（火）・23日（火）・30日（火）

● 祝日は、全ての相談を休みます。

● 相談は無料で、秘密は厳守します。

● 法律相談、登記・相続相談は予約制です。事前に
申し込みしてください。（電話予約も可）

糖尿病教室　　　　　時　間　午後2時～3時

参加料　無料

期日

薬物療法
注射薬の種類　注射薬の使い方（薬剤師）

運動療法
運動で熱中症にならないために注意すること
（理学療法士）

生活指導
糖尿病患者さんの自然災害準備について
（看護師・検査技師）

糖尿病をもっと知ろう
糖尿病の検査値について（医師）

6/8
(月)

6/15
(月)

6/22
(月)

6/29
(月)

7/6
(月)

食事療法
夏の食事の注意点（管理栄養士）

内　容（担当）

は
し
ま

愛愛
市
長
の
コ
ラ
ム

　５
月
14
日
、
岐
阜
県
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
緊
急
事
態
宣
言
の
指

定
区
域
か
ら
除
外
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
に
お

い
て
は
、
感
染
拡
大
の
動
き
は
見
ら
れ
て
い

ま
せ
ん
。

　羽
島
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
市
民
の
皆
様

方
に
、
不
要
不
急
の
外
出
自
粛
や
、
「
密
閉
・

密
集
・
密
接
」
の
３
密
回
避
な
ど
、
重
ね
て

お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。
皆
様
方
の
ご
理
解

と
ご
尽
力
に
よ
り
、
５
月
の
大
型
連
休
期
間

中
を
含
め
、
市
内
は
落
ち
着
い
た
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。

　し
か
し
、
油
断
は
禁
物
で
す
。
治
療
に
有

効
な
薬
の
本
格
的
な
使
用
が
実
現
し
な
い
限

り
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
完
全
な
終
息
に
は
至

ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
報

道
さ
れ
る
感
染
者
数
が
減
少
傾
向
に
な
っ
て

も
、
す
べ
て
が
元
の
生
活
に
戻
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
が
潜
ん
で
い
る
日
常

で
、
私
た
ち
は
生
活
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　政
府
は
、
新
た
な
感
染
拡
大
の
防
止
に
向

け
、
専
門
家
会
議
か
ら
の
提
言
を
踏
ま
え
た

「
新
し
い
生
活
様
式
」
を
公
表
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
「
人
と
人
の
距
離
の
確
保
」
「
マ
ス

ク
の
着
用
」
「
手
洗
い
な
ど
の
手
指
衛
生
」

な
ど
の
基
本
的
な
感
染
対
策
を
掲
げ
、
３
密

の
徹
底
的
な
回
避
の
た
め
、
日
常
の
各
場
面

で
特
に
留
意
す
べ
き
生
活
ス
タ
イ
ル
を
列
記

し
た
も
の
で
す
。

　具
体
的
な
内
容
は
、
今
月
号
の
広
報
は
し

ま
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、
市
が
こ
れ
ま

で
も
市
民
の
皆
様
方
に
啓
発
し
て
き
た
感
染

予
防
策
と
ほ
ぼ
重
な
る
も
の
で
す
。
引
き
続

き
、
実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
事
柄
に
な
り

ま
す
。

　社
会
の
活
動
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
も
、
今
後
、

段
階
的
に
引
き
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
岐
阜
県
で
も
、
休
業
協
力
要
請
の
解
除
、

学
校
の
再
開
、
公
共
施
設
の
利
用
開
始
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
等
、
感
染
防
止
策
を
講

じ
な
が
ら
順
次
回
帰
が
進
め
ら
れ
る
予
定
で

す
。　そ

の
一
方
、
経
済
へ
の
損
失
は
、
甚
大
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
が
早
め
に
終

息
し
て
も
、
国
全
体
で
30
兆
円
。
今
の
ま
ま

で
徒
過
す
れ
ば
、
54
兆
円
の
損
失
が
生
じ
る

と
大
手
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
推
計
し
て
い
ま

す
。　今

後
想
定
さ
れ
る
シ
ナ
リ
オ
と
し
て
は
、

潜
在
化
し
て
い
る
感
染
者
が
、
ク
ラ
ス
タ
ー

の
発
生
源
と
な
る
ケ
ー
ス
。
こ
れ
ま
で
に
報

告
さ
れ
て
い
る
事
例
と
は
、
異
な
る
タ
イ
プ

の
集
団
感
染
に
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
注
意
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
旦
、
指
定
区
域
か
ら

解
除
さ
れ
て
も
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
へ
の
対
応

は
、
長
丁
場
に
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い

る
の
で
す
。

　「
コ
ロ
ナ
社
会
を
生
き
抜
く
」
た
め
、
皆

様
方
に
は
今
一
度
、
心
に
ゆ
る
み
が
生
じ
な

い
よ
う
、
自
律
あ
る
行
動
を
お
と
り
い
た
だ

く
こ
と
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第
73
回

羽
島
市
長

　松 

井

　聡

問い合わせ先　市民病院☎（３９３）０１１１

問い合わせ先　不二羽島文化センター☎（393）2231
ホームページアドレス　http://www.hashimac.org

問い合わせ先　市民相談室（内線2682）
種　　別 相　談　日 時　　間

市 政 相 談 毎週月～金曜日 8：30～17：00

行 政 相 談 ７月２日 13：00～16：00

法 律 相 談
（ 予 約 制 ）

６月10日・26日、
７月８日

13：00～15：00

交通事故相談 毎週水・金曜日 10：00～16：00

年金・社会保険
労 働 相 談

（ 予 約 優 先 ）
７月６日 13：00～16：00

心配ごと相談
（ 予 約 優 先 ）

６月19日、７月３日 13：00～16：00

人 権 相 談 ６月は休み 13：00～16：00

家庭児童相談 毎週月～金曜日 8：30～17：00

母 子 相 談 毎週月～金曜日 8：30～17：00

就業促進相談 毎週月・木曜日 13：00～15：00

登記・相続相談
（ 予 約 制 ）

7月1日 13：00～16：00

不 動 産 相 談
（ 予 約 優 先 ）

6月は休み 13：00～16：00

建築設計相談
(耐 震 相 談)

6月24日 13：00～16：00

多重債務相談
（ 予 約 優 先 ）

6月16日 13：00～16：00

消費生活相談 毎週月～金曜日
9：00～12：00

13：00～16：00

新型コロナウイルス感染症

自主企画事業の対応について

　新型コロナウィルス感染拡大防止のため、下記の主
催事業を中止します。
　ご購入いただきましたお客様を対象に、チケットの
払い戻し方法等についてお知らせしました。大変ご迷
惑をお掛けしますがご理解のほどお願いします。

 公演中止事業

6月28日（日） 吉本新喜劇＆バラエティショーin岐阜羽島
7月 4 日（土） 劇団四季ミュージカル「コーラスライン」
7月19日（日） ぎふ羽島吹奏楽団「第19回定期演奏会」
8月19日（水） 夏休み子ども映画会「ペット2」
9月 6 日（日） 小さき花の音楽会
 斎藤守也〈レ・フレール〉バリアフリー
 コンサートwithタニケン
9月15日（火） 劇団四季こころの劇場「ジョン万次郎の夢」
※ランチタイムコンサート、アウトリーチについては
　9月末まで開催中止とします。
※文化センター所属団体（文化センター合唱団、ぎふ

羽島吹奏楽団、文化センター合唱団Ｊｒ.）の練習に
ついては当面中止とします。

 公演未定事業　（中止・延期となる場合があります）

9月21日（月） 平原綾香CONCERT TOUR 2020
※文化センターでのチケット発売は未定です。

不二羽島文化センター相談ダイアリー

トピックス 市民病院
　新型コロナウイルス感染症拡大防
止のため、多くの個人・企業からマ
スクやパーティションなどの寄付を
いただきました。
　市ホームページで紹介しています。

① 国際クラブ青山馥名誉会長ら有志10人
② 丸栄コンクリート工業㈱　③ ㈱プロスパー　④ ㈲ペン･テック

① ②

③ ④
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※往診はありません。
※必ず保険証を持参し、電話連絡の上、受診してください。

期　日 医療機関（医科・歯科）

6月7日
（日）

さの内科クリニック（小熊町）

☎391-8802

正木伊藤歯科（正木町）

☎391-3112

6月14日
（日）

天外メンタルクリニック（福寿町）

☎392-1502

丸栄歯科（竹鼻町）

☎391-2488

6月21日
（日）

丹菊整形外科（小熊町）

☎391-1411

丸の内歯科医院（竹鼻町）

☎322-6220

6月28日
（日）

田中整形外科（正木町）

☎391-8555

南谷歯科医院（小熊町）

☎392-8848

7月5日
（日）

ながき内科クリニック（舟橋町）

☎393-0077

みのる歯科（福寿町）

☎391-1082

行　事　名　【 対 象 者 】 期　　日 時　　間

健 康 相 談

【 希 望 者 】
随　　　時 8：30 ～ 17：15

精　 神　 保　 健

(こ こ ろ の)相 談

【 希 望 者 】

6月23日（火）

※要予約
13：30 ～ 15：30

発
行
／
羽
島
市
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■人口　67,512人（－295）・男33,392人・女34,120人　■世帯数　26,764世帯（＋242）　令和２年５月1日現在　※(　）は、前年同月との比較

Facebook
フェイスブック ツイッタ ー

羽島市の話題、最新情報をチェック!

Twitter
インスタグラム

Instagram App store・Google playから
「マチイロ」を検索し、ダウンロード

妊娠が明らかになった人は、早めに母子健康手帳の交付を受けましょう。予約制となりますので必ず事前に
ご連絡ください。（所要時間約40分）　　■交付場所・予約先　保健センター（内線5302・5303）

＃73
正しい手洗いは
　 できていますか？

じゅうぶんに水で流し、清潔な

タオルやペーパータオルでよく

拭き取って乾かす　です。最低

15秒以上かけて洗いましょう。

　流水で手洗いができない場合

には、アルコールを含んだ手指

消毒液を使用しましょう。指先

から消毒し、手のひら・甲・指

の間・親指・手首の順で乾燥す

るまでよくすりこみましょう。

　外出先からの帰宅時や調理の

前後、食事前などこまめに手を

洗いましょう。普段から爪を短

く切り、手洗いの前には時計や

指輪も外しておくとよいでしょ

う。

　新型コロナウイルスを含む感

染症対策の基本は、「手洗い」

や「マスクの着用を含む咳エチ

ケット」ですが、正しい手洗い

はできていますか？

　正しい手の洗い方は、①流水

でよく手をぬらした後、せっけ

んをつけ、手のひらをよくこす

る　②手の甲を伸ばすようにこ

する　③指先・爪の間を念入り

にこする　④指の間を洗う　⑤

親指と手のひらをねじり洗いす

る　⑥手首も忘れずに洗う　⑦

母子健康手帳の交付

6月  保健コーナー 休日急病診療場所・問い合わせ先
子育て・健幸課（内線5302・5303・5304）

問い合わせ先　秘書広報課（内線2322）

診療時間
午前9時～午後2時

◎広報紙の掲載内容は市ホームページでも確認できます。

あ な た の ま ち の  行 政 情 報 紙
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市
民
の
健
康
・
生
活
相
談

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
を
設
置

感
染
予
防
の
励
行
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応

特

　集

※6月の乳幼児相談・離乳食教室・はみがき教室とフッ化物塗布等の実施状況は、市ホーム
　ページでご確認ください。  
※相談のある人は、事前予約制で相談を行っています。お電話でお申し込みください。   
※市内に住民票がある人が対象です。   
※子どもの健康診査は個別に郵送する案内文書でご確認ください。   

我が子の笑顔を皆さんに届けてみませんか？

羽島に住む小学校入学前のお子さんを募集しています。

下の2次元コードもしくは電話でお申し込みください。

申し込み後にメールで写真データをお送りいただくか、

秘書広報課職員が写真撮影に伺います。
※掲載数に限りがあります。掲載は先着順、申し込みが

　多数の場合はお待ちいただくことがあります。

お子さんの笑顔募集中!!

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、
今月号は「はいポーズ」の掲載をお休みします。

正しい手の洗い方

－歌に合わせて30秒－

動画で配信

子宮頸がん予防ワクチン定期接種
　子宮頸がん予防ワクチンの接種について、積極的勧奨を見合わせてい

ます。ワクチンの有効性とリスクなどをじゅうぶんに理解した上で接種

を受けるかご検討ください。接種を希望される人には予診票を交付しま

すので、お問い合わせください。

対象者　平成16年4月2日～平成21年4月1日生まれの女性

費用　無料　　問い合わせ先　子育て・健幸課（内線5302）
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